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栃
木
市
地
域
自
治
交
流
会
開
催

平
成
30
年
度
実
施
分
地
域
予
算

提
案
事
業
計
画
書
を
提
出

　
10
月
14
日(

土)

、栃
木
市
総
合
運

動
公
園
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
、「
平
成
29
年
度 

栃
木
市
地

域
自
治
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
、
市
内
８
つ
の
地
域

会
議
か
ら
約
50
名
の
委
員
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
会
議
で
ま
と

め
ら
れ
た
地
域
予
算
事
業
計
画
書
が

市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。岩
舟
地

域
に
お
け
る
地
域
予
算
提
案
事
業

は
、「
岩
舟
総
合
運
動
場
遊
具
設
置
事

業
」で
す
。提
出
し
た
事
業
計
画
は
来

年
度
の
市
の
予
算
に
反
映
さ
れ
、事

業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
下
段

参
照
）

　
計
画
書
の
提
出
後
は
研
修
会
が
行

わ
れ
、栃
木
市
特
別
顧
問・栃
木
市
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
委
員
長
で
あ

る
大
友
崇
義
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
新

し
い
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
課
題

と
展
望
」に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
、

「
ま
ち
づ
く
り
」は
、ま
ち
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
（々
行
政・住
民・企
業
等
）

が「
我
が
事
」と
し
て
認
識
し
、協
力
し

話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
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平成３０年度実施分
岩舟地域会議　地域予算提案事業計画

事業名

岩舟総合運動場
遊具設置事業

岩舟総合運動場に子ども向けの遊具と大人向けの健康遊具を
設置し、様々な世代が利用できる場を整備する。

事業概要

事業計画書を市長へ
提出する安藤会長
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第
4
回
地
域
会
議
報
告

第
4
回
地
域
会
議
報
告

第
3
回
地
域
会
議
報
告

第
3
回
地
域
会
議
報
告

日
時　
平
成
29
年
６
月
21
日（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
議
事
１　
〈
報
告
〉

 

「
栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
」の

取
組
に
つい
て　

　
　
　
　
　

 【
教
育
部　
教
育
総
務
課
】

 

「
栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
「
基
準
を
下
ま
わ

る
」
７
小
中
学
校
（
岩
舟
地
域
で
は
、

小
野
寺
北
小
学
校
が
該
当
）
の
関
係
保

護
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
基
準
を
下
ま
わ
る
」
学
校

の
地
域
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等
で

構
成
す
る
「
地
元
代
表
協
議
会
」
の
設

置
を
促
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
最

適
な
学
校
の
あ
り
方
を
主
体
的
に
検
討

す
る
こ
と

を
求
め
て

い
く
と
の

報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

日
時　
平
成
29
年
８
月
23
日（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
議
事
１　
〈
意
見
聴
取
〉
（
継
続
）

　
環
境
基
本
計
画
改
訂「
地
域
の
取
り

組
み
」に
つ
い
て

　
　
　

     

【
生
活
環
境
部　
環
境
課
】

地
域
会
議
の
意
見（
回
答
）

　
環
境
課
題
及
び
取
り
組
む
べ
き
施
策

に
つ
い
て
、
次
の
項
目
の
追
加
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
１
．
環
境
課
題

　

  

○
鳥
獣
被
害

　
　
　
イ
ノ
シ
シ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
に

　
　
　
よ
る
農
作
物
被
害　

　

  

○
空
き
家
・
空
き
地
問
題

　
　
　
空
き
家
・
空
き
地
の
雑
草
や
防

　
　
　
犯
・
防
災
上
の
問
題

第
5
回
地
域
会
議
報
告

第
5
回
地
域
会
議
報
告

○
議
事
２　
〈
報
告
〉

　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
地
域
計

画
に
つい
て

　
　

 　
【
総
合
政
策
部　
総
合
政
策
課
】

　
第
2
回
地
域
会
議
で
意
見
聴
取
を
し

た
こ
と
に
対
し
、
岩
舟
地
域
の
地
域
計

画
に
つ
い
て
、
変
更
が
な
い
こ
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
内
容
に
つ
い
て
は
、
岩
舟
地
域
会
議

だ
よ
り
第
7
号
に
掲
載
）

日
時　
平
成
29
年
7
月
26
日
（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
１
会
議
室

○
議
事
１　
〈
意
見
聴
取
〉

　
環
境
基
本
計
画
改
訂
「
地
域
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て

　
　
　

  　
【
生
活
環
境
部　
環
境
課
】

　
平
成
24
年
度
に
策
定
し
た
環
境
基
本

計
画
が
５
年
経
過
し
、改
訂
す
る
に
あ
た

り
、各
地
域
に
よ
り
環
境
課
題
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、意
見
聴
取
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
第
５
回

地
域
会
議
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

○
議
事
２　
〈
情
報
提
供
〉

　
（
仮
称
）栃
木
市
文
化
芸
術
館・文
学

館
基
本
設
計
に
つ
い
て

            【
生
涯
学
習
部　
文
化
課
】

　
市
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
の
拠
点
施

設
と
な
る
（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
・
文

学
館
の
整
備
に
あ
た
り
、
基
本
的
な
事

項
を
ま
と
め
た
基
本
設
計
が
完
成
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

　
2
．
取
り
組
む
べ
き
施
策

　
　
○
鳥
獣
被
害
対
策

　
　
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　
　
○
空
き
家
・
空
き
地
対
策

　
　
　
所
有
者
の
意
識
向
上
、
責
任
の

　
　
　
明
確
化

小野寺北小学校
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第
6
回
地
域
会
議
報
告

第
6
回
地
域
会
議
報
告

日
時　
平
成
29
年
９
月
20
日（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
議
事
１　
〈
意
見
聴
取
〉

　
栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構
想

（
素
案
）に
つ
い
て

         【
消
防
本
部　
消
防
総
務
課
】

　
深
刻
な
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
加
や
消
防
需
要
の
変
化
に
伴
い
狭

隘
と
な
っ
た
消
防
庁
舎
を
計
画
的
に
整

備
し
、
災
害
か
ら
市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
と
り
ま
と
め
た
構
想
の
素
案

に
対
す
る
意
見
聴
取
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
第
７
回

地
域
会
議
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

第
7
回
地
域
会
議
報
告

第
7
回
地
域
会
議
報
告

日
時　
平
成
29
年
10
月
25
日（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
議
事
１　
〈
意
見
聴
取
〉
（
継
続
）

　
栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構
想

（
素
案
）に
つ
い
て

　
　
　

 【
消
防
本
部　
消
防
総
務
課
】

地
域
会
議
の
意
見（
回
答
）

　
浸
水
や
土
砂
崩
れ
等
の
各
地
域
の
災

害
特
性
に
応
じ
た
消
防
庁
舎
整
備
が
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

第
8
回
地
域
会
議
報
告

第
8
回
地
域
会
議
報
告

日
時　
平
成
29
年
11
月
22
日（
水
）

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
議
事
１　
〈
意
見
聴
取
〉

　
栃
木
市
消
防
団
再
編
計
画（
案
）に

つ
い
て

         【
消
防
本
部　
消
防
総
務
課
】

　
人
口
減
少
や
社
会
情
勢
等
に
よ
り
、

本
市
消
防
団
に
お
い
て
も
団
員
の
確
保

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
消
防

団
組
織
を
再
編
し
、
市
民
よ
り
期
待
さ

平
成
29
年
度
地
域
予
算
提
案
事
業

下
野
国
の
生
ん
だ
世
界
的
偉
人

―
 

円 

仁 ―

　
　

  

講
演
会
開
催

れ
る
迅
速
で
効
率
的
な
災
害
対
応
を
行

う
た
め
策
定
し
た
「
栃
木
市
消
防
団
再

編
計
画
」
の
案
に
対
し
て
意
見
聴
取
が

あ
り
ま
し
た
。

　
本
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
第
９
回

地
域
会
議
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

○
議
事
２　
〈
情
報
提
供
〉

　
栃
木
市
消
防
団
岩
舟
方
面
隊
第
３

分
団
第
３
部
及
び
第
４
部
の
統
合
に
つ

い
て

　
岩
舟
方
面
第
３
分
団
第
４
部
（
小
野

寺
上
区
）
に
つ
い
て
は
、
欠
員
状
態
が

続
い
て
お
り
新
入
団
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る
第
３

部
（
小
野
寺
中
・
下
区
）
に
統
合
し
、

団
員
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
情
報
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
岩
舟
地
域
予
算
提
案
事
業

「
岩
舟
の
郷
土
歴
史
伝
承
事
業
」
の
取

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
10
月
21
日
、
岩

舟
文
化
会
館
に
お
い
て
、
國
學
院
大
學

短
期
大
学
教
授
酒
寄
雅
志
氏
を
お
招
き

し
、
「
下
野
国
の
生
ん
だ
世
界
的
偉
人

―

円
仁―

」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
円
仁
の
誕
生
か
ら
、
大
慈

寺
で
仏
教
を
学
び
、
比
叡
山
延
暦
寺
で

最
澄
に
師
事
し
、
そ
の
後
、
遣
唐
使
で

唐
に
渡
り
、
9
年
半
の
唐
で
の
求
法

（
仏
法
を
求
め
る
こ
と
）
の
様
子
を
書

き
残
し
た
世
界
三
大
旅
行
記
の
一
つ
で

あ
る
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
に
つ
い

て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
約
２５０
名
の

方
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
円
仁
に
つ
い
て
、

改
め
て
偉
大
さ
を
感
じ
た
」
、
「
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
写
真
を
使
っ
て
説
明
し
て

く
れ
た
の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

等
好
評
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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今
後
の
地
域
会
議
の
予
定

◆
第
10
回

　
１
月
24
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

◆
第
11
回

　
２
月
21
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

◆
第
12
回

　
３
月
22
日（
木
）　
午
後
7
時
〜

　
会
場
は
い
ず
れ
も
岩
舟
総
合
支
所

　
会
議
室
棟　
１
階　
第
１
会
議
室

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は

開
始
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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栃木市マスコットキャラクター
と　ち　介

地
域
の
話
題

地
域
の
話
題

岩
舟
地
域
自
治
会
連
合
会
事
業

「
松
戸
市
視
察
研
修
」が
行
わ
れ
ま
し
た

静
和
二
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

表
彰
を
受
け
る

　
10
月
28
日（
土
）岩
舟
地
域
自
治
会
連

合
会
主
催
の
千
葉
県
松
戸
市
視
察
研
修

が
行
わ
れ
、自
治
会
長
及
び
自
治
会
役
員

総
勢
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
防
災
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進

地
の
視
察
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

松
戸
市
に
お
い
て
精
力
的
な
活
動
を
し

て
い
る
自
主
防
災
組
織
「
栗
ヶ
沢
中
学

校
地
域
防
災
委
員
会
」（
通
称
栗
防
）の
事

務
局
の
方
々
に
、
普
段
の
活
動
や
組
織

立
ち
上
げ
時
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
10
月
17
日（
火
）宇
都
宮
市
の
パ
ル

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
第
42
回
地

域
安
全
県
民
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、

栃
木
県
警
察
本
部
長
及
び
栃
木
県
防
犯

協
会
よ
り
、
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
静
和
二
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

子
ど
も
の
登
下
校
の
見
守
り
と
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
積
極
的
な
自
主
防
犯
活
動
に

尽
力
し
、安
全
安
心
な
街
づ
く
り
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。協
議
会
で
は
、一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
先 

電
話
番
号
〉

　
　
　
小
野
会
長　
　
５
５-

４
９
３
０

　
栗
防
は
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

を
機
に
、災
害
時
の
避
難
所
運
営
及
び
要

配
慮
者
の
支
援
対
策
を
目
的
と
し
て
発

足
し
た
組
織
で
す
。当
初
は
組
織
の
名
前

に
も
な
っ
て
い
る
栗
ヶ
沢
中
学
校
の
校
長

先
生
の
呼
び
か
け
に
よ
り
発
足
し
た
も
の

の
、先
生
方
は
異
動
に
よ
っ
て
そ
の
都
度

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
地

域
住
民
主
体
の
組
織
へ
と
変
更
と
な
り

今
に
至
る
と
の
こ
と
。
地
域
へ
の
周
知

や
合
意
形
成
等
、
発
足
当
初
は
様
々
な

苦
労
を
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
後
は
よ
り
広
域
的
に
、
全
市
的

な
取
り
組
み
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
私
た
ち

か
ら
の
様
々
な
質
問
に
も
丁
寧
に
回
答

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
と
な
る
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、同
じ
松
戸
市
内
に
あ
る
千
葉

県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、救
急

救
命
講
習
や
暴
風
雨
体
験
、初
期
消
火
体

験
な
ど
、様
々
な
災
害
に
関
す
る
体
験
や

講
習
な
ど
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
一
日
が
か
り
の

視
察
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

方
々
に
は
、
今
回
の
経
験
を
各
自
治
会

へ
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
防

災
に
つ
い
て
自
ら
考
え
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。


